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1

利用定員に応じた指導訓練室等スペースの

十分な確保

利用者人数に応じて１階２階に分かれて活

動しています。特性や年齢で分けた時に片

寄がありスペースが十分とれない時もありま

す。

は  い 78% 　 どちらとも言えない9%

いいえ 4%　　分からない          9%

広々としたスペースがある。

１階と2階がるので気持ちの切り替えができ

る

下の部屋に個別学習ができるスペースを作

ります。カーテンレールで仕切ったり、事務

室を個別学習ができるようにしたりします。

2 職員の適切な配置

基準人員の確保はできているが、多動性が

高いなど支援を要する児童に対応するため

にはさらに人員が必要です。職員の急な休

みが出るとHUG入力する時間が取りにくくな

ります。一部屋に2人以上が担当していま

す。

は  い 78%　 どちらとも言えない  4%

いいえ　0%　分からない           17%

楽しんで通えている。

困ったことある時相談に乗ってくれるので助

かる

新たに専門的支援職員の配置をします。

3

本人にわかりやすい構造、バリアフリー化、

情報伝達等に配慮した環境など障害の特性

に応じた設備整備

水回りが奥にあるためルーティーンが乱れ

やすい。個別に集中できたりクールダウンし

たりする部屋や仕切りが必要です。安全性

の面で、特に1階の改善が必要です。

は  い 53%　 どちらとも言えない17%

いいえ 4%　分からない           26%

２階への階段が急である。

とてもまめに連絡が取りあえるので助かる。

1階に新しいトイレの設置を検討しています。

急に飛び出すことがないように、常時施錠し

ます。

4

清潔で、心地よく過ごせ、子ども達の活動に

合わせた生活空間の確保

外見が清潔感が欠けるので、清掃、整理整

頓に努めています。１階トイレの改善が必要

です。土足空間との境が区別がつきにくい所

があります。不要な物がまだ多くあります。

は  い 92%　 どちらとも言えない  0%

いいえ 4%　  分からない           4%

１階と２階が用途を分けているので子どもも

分かりやすい

１階トイレの改善をしていきます。トイレ用の

スリッパを配置したり、下足との境目をもっと

はっきりとわかるようにスします。室内の整

理整頓にさらに努めていきます。

1

業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目

標設定と振り返り）への職員の積極的な参

画

毎日の午前中のミーティングで、情報共有

し、適宜要望に応え業務改善をおこなってい

ます。

さらに具体的な目標を設定し、業務改善に努

めていきます。

2

第三者による外部評価を活用した業務改善

の実施

現段階では行っていません。 今後外部評価ができるようにしていきます。

3

職員の資質の向上を行うための研修機会の

確保

研修の機会が少なく、あまり持たれていませ

ん。

外部研修へのさらなる参加と所内研修の計

画的な実施に努めていきます。

児童発達支援又は放課後等デイサービス事業に係る自己評価結果公表用児童発達支援又は放課後等デイサービス事業に係る自己評価結果公表用児童発達支援又は放課後等デイサービス事業に係る自己評価結果公表用児童発達支援又は放課後等デイサービス事業に係る自己評価結果公表用
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1

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者

のニーズや課題を客観的に分析した上での

児童発達支援計画又は放課後等デイサー

ビス計画の作成

６か月に一度、モニタリングを行い、職員間

で話し合って支援計画を作成しています。

適宜対面でのモニタリングに切り替えていき

ます。

2

子どもの状況に応じ、かつ個別活動と集団

活動を適宜組み合わせた児童発達支援又

は放課後等デイサービス計画の作成

個別活動用の個人別ファイルを作り、個別の

課題の充実と、段階的な計画など、共通理

解ができるようにし、その都度話し合いを持

ち、見直し改善を行っています。

コグトレ、ライフスキルなどの個別の課題や、

利用者がさらに興味関心を持てる集団療育

の充実に努めていきます。

3

児童発達支援計画又は放課後等デイサー

ビス計画における子どもの支援に必要な項

目の設定及び具体的な支援内容の記載

個々に合わせた認知機能の強化など項目の

設定を計画し、SSTなどの具体的な支援内

容が記載されています。

は  い 96%　 どちらとも言えない  0%

いいえ  0%　分からない             4%

学校、家での困りごとを聞き、お互い相談し

ながら支援していただいている。

「できるようになった」がはっきりわかる具体

的な目標の設定に努めていきます。

4

児童発達支援計画又は放課後等デイサー

ビス計画に沿った適切な支援の実施

計画書に沿った支援の実施を行い、目標到

達度合いにより内容を見直しています。日ご

との子どもの状況に応じて支援内容の準備

をしています。

は  い 91%　 どちらとも言えない  0%

いいえ  0%　分からない             9%

季節の行事も取り入れられており良いです

友達とのかかわり方も支援していただいてい

る

半年に１回のモニタリングだけでなく、途中

経過を適宜保護者に伝えていくようにしま

す。

5 チーム全体での活動プログラムの立案

主任を中心に全体で計画を立てています。

季節感も考えて組んでいます。

日々の活動は、毎日のミーティングで、さら

なる話し合いの場を持って行きます。月の活

動計画は、担当を分担し偏らないようにして

いきます。

6

平日、休日、長期休暇に応じたきめ細やか

な支援

療育時間に合わせて個別活動、集団活動、

自主活動、外活動など、適宜バランスよく配

分しています。

公園活動や体育館活動、図書館活動などを

適宜入れ、偏りがないように実施していきま

す。自主活動の時間もしっかり確保していき

ます。

7

活動プログラムが固定化しないような工夫の

実施

個別活動は随時変更しています。

集団活動は年間を通じて常にアップデートし

ています。月ごと日ごとにかたよりがないよう

に組んでいます。集団活動は、週ごとに内容

を変えています。

は  い 87%　 どちらとも言えない 4%

いいえ  0%　分からない             9%

いろいろな経験をさせていただき成長してい

る

個に応じた支援を大切にしながら、興味関心

を引き付ける楽しい内容にしていきます。ま

た、遊具や教材の充実を図っていきます。

8

支援開始前における職員間でその日の支援

内容や役割分担についての確認の徹底

毎日支援開始前にミーティングを行い、その

日の活動や利用者の様子、役割担当を話し

合っています。１日のデイリーにまとめてい

ます。下の活動部屋に固定電話がないため

連携がしにくいです。

現状維持で対応していきます。

下の部屋に子機を設置し、より連携がス

ムーズにできるようにしていきます。
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は  い 96%　 どちらとも言えない  0%

いいえ  0%　分からない             4%

希望などしっかり聞いてくれている。

短期長期と課題を一緒に考えていただけて

いる
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9

支援終了後における職員間でその日行われ

た支援の振り返りと気付いた点などの情報

の共有化

伝達ノートやヒヤリハット、終了後及び次の

日のミーティング等で共有しています。勤務

時間の違う職員もおり、その日のうちにでき

ないこともあります。終了後に時間をとるの

が難しいです。長期の休業日等はさらに連

携がとりにくいです。

伝達ノートヒヤリハットを全員が目を通すよう

に徹底していきます。次の日のミーティング

で前日の振り返りを続けていきます。

10

日々の支援に関しての正確な記録の徹底

や、支援の検証・改善の継続実施

HUG評価欄の記入の充実に心がけていま

す。午前午後のミーティング時に話し合い、

検証改善にも努めています。その日のうちに

見返し改善していくことは難しく、あまりでき

ていません。

成長が感じられた点や気になる行動などを

積極的にハグにに記録をしていき、共有でき

るようにしていきます。

11

定期的なモニタリングの実施及び児童発達

支援計画又は放課後等デイサービス計画の

見直し

６か月に一度、また必要に応じてモニタリン

グを行い、計画書の見直しを行っています。

月に１度、支援計画の確認と見直しを

行っていきます。

き

）
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1

子どもの状況に精通した最もふさわしい者に

よる障害児相談支援事業所のサービス担当

者会議への参加

必要に応じて担当者会議に参加していま

す。

現状維持で対応していきます。

2

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障

害のある子ども等を支援している場合）害のある子ども等を支援している場合）害のある子ども等を支援している場合）害のある子ども等を支援している場合）

地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育

等の関係機関と連携した支援の実施

対象者なし

3

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障

害のある子ども等を支援している場合）害のある子ども等を支援している場合）害のある子ども等を支援している場合）害のある子ども等を支援している場合）

子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体

制の整備

対象者なし

4

児童発達支援事業所からの円滑な移行支

援のため、保育所や認定こども園、幼稚園、

小学校、特別支援学校（小学部）等との間で

の支援内容等の十分な情報共有

保育、幼稚園とは行っていませんが、小学校

や特別支援学校とは連携をしています。送

迎時に、その日の状況などを聞くようにして

います。

学校とはもっと積極的に連携を深めてい

きます。

5

放課後等デイサービスからの円滑な移行支

援のため、学校を卒業後、障害福祉サービ

ス事業所等に対するそれまでの支援内容等

についての十分な情報提供

対象者が今年はありますが、すでに行き先

が決まっており、情報提供の必要がありませ

んでした。

要望があればしていきます。

6

児童発達支援センターや発達障害者支援セ

ンター等の専門機関と連携や、専門機関で

の研修の受講の促進

行っていません。

情報を収集し、ルネスなど専門機関での

研修に職員が参加できるようにしていき

ます。

7

児等発達支援の場合の保育所や認定こども

園、幼稚園等との交流や、放課後等デイ

サービスの場合の放課後児童クラブや児童

館との交流など、障害のない子どもと活動す

る機会の提供

直接的な交流は行っていませんが、野外の

公園や水族館、科学館などで、社会の中で

生きていく体験活動を行っています。

は  い 26%　 どちらとも言えない 9%

いいえ13%　分からない           52%

公園でのなにげないこともどんな風にかか

わっていたかよく見てくださっている

新型コロナ終息後、徐々に予定を入れ

ていきます。近隣の地域行事などに参

加をしていきます。

8

事業所の行事への地域住民の招待など地

域に開かれた事業の運営

現段階では行っていません。 今後機会を作り開催していきます。
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1

支援の内容、利用者負担等についての丁寧

な説明

契約時に運営規定や重要事項説明書によ

り、利用者負担の内容も説明を行っていま

す。ハグによって支援内容を日々伝えていま

す。

は  い   92%　 どちらとも言えない  4%

いいえ    0%　分からない             4%

分からないことも聞くと丁寧に説明していた

だける

現状維持で対応していきます。

2

児童発達支援計画又は放課後等デイサー

ビス計画を示しながらの支援内容の丁寧な

説明

モニタリング時に支援内容も説明させていた

だいています。そのほかは文書での説明とさ

せていただいています。

は  い  83%　 どちらとも言えない  9%

いいえ    4%　分からない            4%

コロナ対策のため電話での対応だった。

いつも説明していただいている

より丁寧に説明していきます。

3

保護者の対応力の向上を図る観点から、保

護者に対するペアレント･トレーニング等の

支援の実施

必要に応じて、保護者の方への相談支援は

行っていますが、ペアレント・トレーニングは

行っていません。

は  い 47%　 どちらとも言えない22%

いいえ 9%　分からない           22%

どう対応すればいいか等相談すると教えてい

ただける

保護者への相談支援をさらに積極的に

行っていきます。講演会や勉強会への

参加を呼び掛けていきます。

4

子どもの発達の状況や課題について、日頃

から保護者との共通理解の徹底

概ねできていますが、じっくりと話す時間が

取れない保護者がいます。

は  い 96%　 どちらとも言えない  4%

いいえ  0%　分からない              0%

とても細かく連絡が取りあえるので助かる

送迎時やラインなどでさらに連携を深め

ていきます。

5

保護者からの子育ての悩み等に対する相談

への適切な対応と必要な助言の実施

保護者からの相談には、先ず共感し丁寧に

対応しています。ラインや送迎時に相談を受

けることが多く、すぐに児発管につなぐように

しています。

は  い 87%　 どちらとも言えない  9%

いいえ  4% 　分からない            0%

小さな子とも相談でき考えてくれるのが助か

る

保護者が相談しやすいように、積極的に

呼びかけていきます。

6

父母の会の活動の支援や、保護者会の開

催による保護者同士の連携支援

現段階では行っていません。

は  い  9%　 どちらとも言えない 13%

いいえ43%　分からない            35%

保護者からの要望があれば開催を考え

ていきます。

7

子どもや保護者からの苦情に対する対応体

制整備や、子どもや保護者に周知及び苦情

があった場合の迅速かつ適切な対応

受けたことは速やかに報告し、真摯に受け

止め、時間を空けずに対応し、説明謝罪に

心がけています。その時々の対応になって

おり、体制整備をしておく必要があります。

は  い 52%　 どちらとも言えない 9%

いいえ  0%　分からない           39%

何でもあったことは教えていただける

苦情には真摯に丁寧に対応していきま

す。すぐに児発管に報告し組織的に対

応していきます。

8

障害のある子どもや保護者との意思の疎通

や情報伝達のための配慮

視覚支援や２者択一できるものを用意し、本

人の意思が表現できるようにしています。分

かりやすく説明するよう心がけています。粘

り強く聞くようにしています。

は  い 92%　 どちらとも言えない  4%

いいえ  0%　分からない             4%

前もって連絡を取り合い、子どもに合わせた

配慮をしてくれている

外国籍の保護者には、優しい日本語で

分かりやすい説明を心掛けていきます。

事前準備などが必要な時には早めに保

護者に連絡をするようにします。

9

定期的な会報等の発行、活動概要や行事予

定、連絡体制等の情報についての子どもや

保護者への発信

月間スケジュール、防災、その他の利用案

内等は紙媒体で行い、細かな連絡や連携は

ラインにてその都度行っています。

は  い 91%　 どちらとも言えない  0%

いいえ  0%　分からない             9%

プリントアウトしてくれているのでよくわかる

不定期でも、会報の発行を考えていきま

す。
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10 個人情報の取扱いに対する十分な対応

個人情報に関することは、所外に持ち出すこ

とがないように徹底しています。廃棄分は溶

解に回しています。保管場所が子どもの手

の届く場所にあるものもあるので、改善が必

要です。

は  い 87%　 どちらとも言えない   0%

いいえ  0%　分からない            13%

職員への徹底は適宜行っていきます。

子どもが入れないようにセッティング及

び指導をします。

1

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感

染症対応マニュアルの策定と、職員や保護

者への周知徹底

地震、火災から不審者対応や事故発生等、

いろんな場面の対応マニュアルを作成し、職

員研修も行っています。保護者へは、年度初

めや新規利用時に周知徹底していますが、

十分に行えてるとはいえません。

は  い 74%　 どちらとも言えない  0%

いいえ  0%　分からない           20%

保護者へも、案内文書等で周知してい

きます。

2

非常災害の発生に備えた、定期的に避難、

救出その他必要な訓練の実施

簡単な紙上訓練や火災報知器の確認をしま

したが、子どもを交えての避難訓練は行えて

いません。市の防災センターで体験学習に

参加しました。

は  い 43%　 どちらとも言えない  4%

いいえ  0%　分からない           53%

年間計画に避難訓練を学期に１回入

れ、確実に実施をしていきます。また、

会報やブログで周知していきます。

3

虐待を防止するための職員研修機会の確

保等の適切な対応

子どもの体のあざ、傷、体重、肌荒れや食

欲、言動、表情などに気を配り職員間で情報

共有もしています。ミーティングで意識付け

は行っていますが、十分な時間をとった職員

研修の機会は持たれていません。

虐待研修は、計画的に行っていきます。

外部研修にも積極的に参加していきま

す。

4

やむを得ず身体拘束を行う場合における組

織的な決定と、子どもや保護者に事前に十

分に説明、了解を得た上での児童発達支援

計画又は放課後等デイサービス計画への記

載

身体拘束への同意書は用意しているが、対

応するような利用者はいません。

身体拘束の研修会を行い、今後その対

応が必要になった時に的確に対応でき

るようにしていきます。

5

食物アレルギーのある子どもに対する医師

の指示書に基づく適切な対応

対象者の保護者に毎年確認を行っていま

す。契約時に、食物等のアレルギーに関して

も尋ねるようにしています。

職員全体での共通理解がはかれていませ

ん。

再度全員にアレルギー調査を行い、一

覧表を作って共通理解を図っていきま

す。

6

ヒヤリハット事例集の作成及び事業所内で

の共有の徹底

事例集を作成し、情報交換をしているが、十

分な共有はされていません。それの基づい

たミーティングが必要です。

全員が確認したか、サインの徹底を行っ

ていきます。協議が必要な事項は、ミー

ティングの時に行っていきます。
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